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★30日(金)は
　館内整理日のため休館です。

0555-73-1212　　　　0555-73-1358

library@fujikawaguchiko.ed.jp
http://www.fujikawaguchiko.ed.jp

大石・河口 火・木曜日 午後３時～６時

午後１時～５時

１５日

１６日月～金曜日上九一色

開館日 開館時間 読み聞かせ会 午後４時３０分～

6月の分館の予定

開館時間　平　日10:00～19:00
　　　　　土・日  9:00～17:00

◎読み聞かせ会◎◎読み聞かせ会◎
●0・1・2・3歳対象 〈午前１０時３０分～〉

●幼児～小学生低学年対象 〈午後１時３０分～〉

６月  ８日（火）
６月２２日（火）

６月１２日（土）
６月２６日（土）

ブラウンベア（えいご）

うさぎのおやこ

パパのえほんタイム

エトワールの会

問い合わせ／生涯学習館

♪新着図書情報♪♪新着図書情報♪ ♪新着CD情報♪♪新着CD情報♪
◎つやのよる/井上荒野 ◎炎上する君/西加奈子 ◎MUSIC/古川日出男 
◎きみが見つける物語/あさのあつこ ◎音のイリュージョン/柏野牧夫 
◎中国歴史偽造帝国/有本香 ◎自転車と旅 ◎競売不動産を買うときの基
礎知識/小柴一生 ◎新入社員は「話し方」でグングン伸びる/福田健 ◎元
気な子どもが育つ家/藤田洋 ◎◎親と子の心の解決集/富田富士也 ◎す
ぐ覚えられるわらべうたあそび/木村はるみ ◎いきいき脳のつくり方/古賀
良彦 ◎家中みんなの簡単ヘアカット/市川良子 ◎農業を起業する/大島七
々三 ◎自分でできるかんたん洋服お直しの本/宮原智子 ◎50代からの
サプリメント・バイブル/佐藤務 ◎クレヨン王国笑えるむかし話/福永令三 
◎奇跡のウエディング/高橋梨香 ◎手賀沼/吉住侑子　ほか

◎ボーカリスト４/徳永英明
◎Rock'n Roll circus/浜崎あゆみ
◎ノスタルジー/西本智実
◎エコー/レオナ・ルイス 
◎松本隆に捧ぐ-風街DNA-
◎ザ・ベスト最新こどものうた

　　　　他6月上旬貸出開始予定

第43回読書会第43回読書会第43回読書会
日時：６月２６日(土)　午後２時～
場所：生涯学習館　学習室１
課題：「センス・オブ・ワンダー」/レイチェル・カーソン

１冊の本から見える、いろんなキモチ

P
P

P

P

P
P

P

←このマークがついているイベントはとしょかんパスポート対象事業です。パスポートを持って参加してね！

Pわらべうたでスキンシップ
いつでもどこでも楽しく遊べるわらべう
たを覚えて親子のあったかいふれあい
の時間を増やしましょう！！

布絵本製作ボランティア「エンゼル」では一緒に布絵本を作
っていただける方を募集しています。手芸が好きな方大歓
迎！！まずは見学だけでもOKです。

普段は見られない生涯学習館の裏側や資料・情報の探し方のコ
ツがわかる！！インターネットも体験できます。この講座であなた
も「図書館通」になりませんか？

参加希望の方は当日までにお電話もしくは窓口まで直接お申込み
ください。

日時：6月15日(火)、29日(火)
　　 7月15日(木)、29日(火)
　　 8月6日(金)、8月17日(火)
 　　すべて午前10時30分～
場所：子ども未来創造館
講師：斉藤順子先生
対象:0～3歳のお子さんと保護者

Pおやこで工作あそび
親子で協力して簡単だけど作って楽し
い! あそんで楽しい工作をしましょう♪
月1回の教室です。なにを作るかはお
楽しみに…

日時：6月18日(金)
午前10時30分～
対象：0～3歳のお子さんと保護者
定員：親子20組

Pげんキッズクラブ
1年を通していろんな本を読んでみよう
♪11月にはお楽しみ遠足もあります！！

日時：6月12日(土)、7月23日(金)、
　　 8月18日(水)、10月23日(土)、
 　　11月6日(土)、1月7日(金)
　　 午前９時３０分～午前１１時３０分
場所：生涯学習館　学習室１
対象：小学校3、4年生

お申込み・お問合せ：生涯学習館(℡73-1212)まで！！

活動日：毎月第2,4土曜日、第3木曜日
　　　 午後1時～
お問合せ：生涯学習館(℡73-1212)

大石分館ぷちリニューアル！大石分館ぷちリニューアル！大石分館ぷちリニューアル！
大石分館が新たなレイアウトになりました。ちょっと広くな
って、テーブルも設置いたしました。ゆったり過ごせる大石
分館にぜひお越しください。

～図書館を使いこなす“ツボ”、教えます～

図書館入門講座図書館入門講座

毎月第４金曜日　午前10時30分～

「じゃあ、読も。」  ー2010年は国民読書年です。ー
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富
士
河
口
湖
町
女
性
交
流
セ
ン
タ
ー通

信

センターみずうみ３周年記念祭
̶みんないきいき輝いて̶
センターみずうみ３周年記念祭

̶みんないきいき輝いて̶

　
　
　

◎
私
が
作
っ
た
リ
フ
ォ
ー
ム
の
作
品
、

　
み
ず
う
み
の
委
員
さ
ん
に
着
て
い
た
だ
き
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
。

◎
小
物
の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
楽
し
く
役
に
立
っ
た（
複
数
あ
っ
た
）

◎
明
日
か
ら
の
暮
し
に
参
考
に
な
る
ア
イ
デ
ア
が
い
っ
ぱ
い

　
あ
っ
た
。

◎
実
行
委
員
の
団
結
心
と
行
動
力
に
感
動
、
〝
こ
れ
か
ら
も

　
頑
張
っ
て
！
〞

◎
三
回
参
加
し
た
が
、
今
年
が
よ
り
参
考
に
な
っ
た
。

◎
来
年
も
期
待
し
て
い
る
。楽
し
み
で
す
。（
い
ち
ば
ん
多
か
っ
た
）

◎
陳
列
さ
れ
た
、手
染
の
ス
カ
ー
フ・布
絵・わ
が
町
に
は
素
敵
な

　
名
人
が
た
く
さ
ん
い
て
頼
も
し
い
。

◎
洋
裁
を
し
て
い
る
の
で
、特
に
興
味
深
く
参
加
で
き
た
。素
晴
し

　
い
つ
ど
い
だ
。

◎
昨
年
よ
り
厚
み
の
あ
る
内
容
だ
っ
た
。

◎
出
演
者
が
い
ず
れ
の
方
も
堂
々
と
し
て
お
見
事
。

◎
エ
コ
運
動
で
は
自
然
や
環
境
の
面
に
も
。

◎
高
価
な
着
物
を
切
っ
て
し
ま
う
の
は
勿
体
な
い
の
で
は
。

◎
モ
デ
ル
の
美
し
さ
・
舞
踊
の
見
事
さ
に
う
っ
と
り
し
た
。

◎
社
会
参
加
の
皆
さ
ん
は
、
大
変
若
々
し
く
立
派
。

◎
と
て
も
楽
し
く
元
気
を
貰
っ
た
。

　
あ
り
が
と
う
！

◎
は
ね
っ
子
さ
ん
か
ら

　
心
の
ご
ち
そ
う
を

　
　
い
た
だ
い
た
、
よ
か
っ
た
よ
！ 

◎
演
技
が
素
晴
し
く
、

　
　
子
ど
も
が
い
き
い
き
し
て
い
た
。

◎
ほ
ほ
え
ま
し
く
気
持
が
な
ご
ん
だ
。

◎
子
ど
も
の
一
生
懸
命
さ
が
ジ
ー
ン
と

　
伝
わ
っ
て
き
た
。

◎
ひ
と
り
ひ
と
り
輝
や
い
て
い
た
。

◎
の
び
の
び
し
て
可
愛
い
か
っ
た
。

◎
大
人
た
ち
に
元
気
を
く
れ
て

　
有
難
と
う
！

特集

　
五
月
二
十
三
日
（
日
）
　
女
性
交
流
セ
ン
タ
ー
三
周

年
記
念
祭
が
開
催
さ
れ
、
今
回
も
華
や
か
に
そ
し
て
、

和
や
か
に
実
施
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
小
雨
降
る
天
候
の
中
、い
つ
も
出
席
し
て
下
さ
る
ご

町
内
の
皆
さ
ま
を
始
め
、
富
士
ヶ
嶺
、
富
士
吉
田
、

忍
野
、
山
梨
市
等
の
遠
隔
地
か
ら
も
多
数
出
席
さ
れ

女
性
な
ら
で
は
の
交
流
会
の
広
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
夫
妻
で
出
席
さ
れ
た
方
を
何
組
か
拝
見
し
て
、

ふ
と
、「
女
性
交
流
セ
ン
タ
ー
」の
名
稱
を「
町
民
交
流

セ
ン
タ
ー
」
と
改
め
た
い
と
も
思
い
ま
し
た
。

　
来
賓
と
し
て
お
越
し
戴
い
た
古
屋
教
育
長
様
そ
し

て
、
白
壁
県
議
様
に
は
、
公
務
ご
多
忙
な
中
終
始
に
こ

や
か
に
お
付
合
い
い
た
だ
き
、
主
催
者
一
同
深
く
感

謝
い
た
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
記
念
祭
テ

ー
マ
で
あ
る

「
再
び
よ
み

が
え
る
昔
の

衣
装
」
も
三

回
の
発
表
を

重
ね
ま
す
と
、

リ
フ
ォ
ー
ム
の

輪

が

ぐ

ん

と
広
が
り
、

フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
的
に
も
優

れ
た
数
々
の

衣
装
の
見
事

さ
、
目
を
見

張
り
ま
し
た
。

特
に
男
性
の

「
三
尺
」
は
絹
の
上
等
品
に「
し
ぼ
り
」が
施
こ
さ
れ
て

い
て
品
格
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
上
、
ぜ
い
た
く

に
布
地
を
使
っ
て
あ
る
の
で
、
如
何
様
に
も
デ
ザ
イ

ン
が
可
能

で

す

。
こ

の
た
び
は
、

男
性
の(

三

尺)

が
注
目

さ
れ

、
た

く
さ
ん
の

方
が
作
品

を
発
表
さ

れ
て
い
ま

し
た
。

　
今
後
の

課
題
と
し

て
は

、
如

何
に
し
て
自
分
自
身
が
リ
フ
ォ
ー
ム
の
技
術
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
点
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
課
題
に
挑
戦
し
て
い
く
た
め
に
、
ま
ず
は
、
古
布

で
、
す
ぐ
簡
単
に
で
き
る
帽
子
づ
く
り
や
チ
ョ
ッ
キ

づ
く
り
を
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
講
師
は

町
内
の
名
人
に
お
願
い
し
て
指
導
を
受
け
ま
す
。

と
に
か
く
「
セ
ン
タ
ー
み
ず
う
み
」
で
は
、エ
コ
推
進

に
む
か
っ
て
今
後
も
実
践
力
を
高
め
て
行
こ
う
と
誓

い
合
い
ま
し
た
。

　
多
く
の
参
加
者
の
熱
い
支
援
と
励
ま
し
を
受
け
て

第
三
回
記
念
祭
は
最
高
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

特
別
出
演
し
て
い
た
だ
き
、
会
場
の
人
々
の
心
を
癒

し
て
下
さ
っ
た
扇
巳
流
家
元
、
白
壁
秀
子
様
に
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
そ
し
て
今
回
も
、
か
わ
い
い
演
技
で
み
ん
な
を
楽

し
ま
せ
元
気
づ
け
て
く
れ
た
「
劇
団
は
ね
っ
こ
」へ
い

っ
ぱ
い
の
拍
手
を
お
く
り
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
・
出
席
者
の
お
声

劇
団
は
ね
っ
こ
の
皆
さ
ん
へ

さ
ん
じ
ゃ
く

め
い
し
ょ
う

ほ
ど
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ご意見・ご質問は、TEL 0555－72－4331 (FAX 72－4341)　河口湖フィールドセンターまで

Nature in and around Mount Fuji 

富士山生物多様性研究イノシアティブ・プロジェクトが始まりました

河口湖フィールドセンター周辺の自然　～夏鳥の季節となりました～

ショート・ニュース …………………………………………………………………………………………………………………
○昨年の５月にコシアブラの大木が違法伐採されたことを報告しましたが、今年も、５月９日の朝Ａトレイルの真ん中にあった
　ハリギリの大木が違法伐採され、新芽だけが持ち去られていました。剣丸尾溶岩流上の自然林の価値もわからず、大胆な
　違法行為が２年にわたって繰り返されたことに、大きな憤りを覚えます。
○「富士山生物多様性研究イニシアティブ」の第２節が、６月１１～１３日に絶滅危惧チョウ類を対象に、１８～２０日に湧水の生物
　とカヤネズミを対象に、２６～２８日に絶滅危惧鳥類を対象にして行われる予定です。

　生物多様性年でもある２０１０年を期して、富士山の自然保護のための基礎的な
生態調査を行う「富士山生物多様性研究イニシアティブ」のプロジェクトが始まりま
した。５月１４～１６日には、２００３年の開始からから８年目を迎えた「富士山周辺の絶
滅危惧チョウ類」のプロジェクトが行われ、愛知・埼玉・東京から５名のボランティア
が参加して下さいました。
　初日は、絶滅危惧種ミヤマシジミの富士山の生息地に最も近い身延町の生息地
で定期的に行っている幼虫と成虫の個体数調査を行いました。最初の１ヶ所では幼
虫が１頭しか見つかりませんでしたが、午後調査を行った２ヶ所目では３０頭以上の
幼虫と羽化したばかりの成虫が確認され、山梨県内で最も良好な生息地であるこ
とが確かめられました。
　２日目は、絶滅危惧種アサマシジミの調査を河口・船津地区で行い、合計３８頭の幼虫が確認され、特に河口地区は昨年に引き続
き良好な発生が期待される結果となりました。並行して行った船津里山環境でのモニタリング調査では、アサマシジミ以外に、ヤマ

キチョウ・ヒメシロチョウの合計３種の絶滅危惧種が確認され、ここが富士山麓の貴重な里山環境であ
ることが再確認されました。その後も、富士山の草原で絶滅危惧種チャマダラセセリの調査を行いまし
たが、今年は陽気の進みが遅いこともあり、全く確認することはできず、伐採地を中心に生息している
チャマダラセセリが、まだ生き残っているか不安を募らせる結果でした。
　３日目は、ミヤマシジミの富士山での唯一の生息地、梨ヶ原で幼虫の調査を行い、少ないながら４頭
の幼虫が確認され、火入れが行われず本種の幼虫が全く確認できなかった昨年に比べ、火入れが行わ
れた今年は、成虫の個体数が復活するのではとの期待を持たせる結果となりました。午後には、梨ヶ原
でアサマシジミ幼虫の調査を行いましたが、幼虫の食べる植物（食草）の生育が遅れているようで、全
く確認することは出来ませんでした。
　良い天気と意欲的なにボランティア恵まれ、予想以上の成果を挙げることが出来ました。また、５月
下旬～末には、「湧水の生物とカヤネズミ」と「林と草原の鳥」の２つの新しいプロジェクトがスタート
する予定になっています。

　今年は寒暖の差が激しく、春から秋を日本で過ごし繁殖する夏鳥の代表キビタキ
とオオルリの渡来時期が心配されましたが、昨年は４月上旬に早くも現れたキビタキ
と昨年は６月になってようやく現れたオオルリが、両方とも４月下旬には現われ、５月
中旬には巣づくりに励んでいるようで、きれいなさえずりが赤松の自然林に響き渡っ
ています。どちらのオスも繁殖期には鮮やかな色になり、最もきれいな時期ですの
で、関東地方から週末を中心にバード・ウォッチャーが集まっています。昨年話題とな
ったイスカは、今年はまだ１回しか目撃されていませんが、自然林と人工林、ビオトー
プの池が隣接する環境に、たくさんの野鳥が見られる河口湖フィールドセンター周辺
は、バード・ウォッチャー達の野鳥観察の穴場になっています。
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河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー

　
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
十
五
年
（
中
編
）

町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
〈
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
〉

　
そ
の
後
工
事
は
大
き
な
問
題
も
な
く
平
成
七
年
四

月
末
に
工
事
を
無
事
終
え
、
翌
月
の
五
月
に
完
成
記

念
式
典
が
で
き
る
ま
で
に
こ
ぎ
付
け
た
。
そ
れ
ま
で

約
一
年
間
取
り
組
ん
で
き
た
運
営
期
間
は
、
多
忙
を

極
め
、
ま
た
他
に
は
事
例
の
無
い
こ
と
も
あ
り
、
複
雑

そ
し
て
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
世
界
の
独
特
な
概

念
に
必
死
に
食
ら
い
つ
い
て
い
っ
た
。
当
時
か
ら
と

に
か
く
関
係
者
す
べ
て
が
必
死
だ
っ
た
こ
と
を
今
で

も
良
く
覚
え
て
い
る
。

　
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
は
野
外
音
楽
堂
で
あ
る
特
長
と

三
千
名
収
容
と
い
う
条
件
を
最
大
限
に
活
か
し
、
今

後
の
良
き
事
例
と
も
な
る
よ
う
、ま
ず
、
観
光
地
に
お

け
る
ホ
ー
ル
の
運
営
方
針
と
し
て
、
県
外
か
ら
の
動

員
ツ
ー
ル
と
な
る
よ
う
、
国
内
市
場
の
シ
ェ
ア
を
握

っ
て
い
た
ポ
ッ
プ
ス
系
コ
ン
サ
ー
ト
に
着
目
し
、
ま

た
将
来
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
て

い
く
た
め
に
、
団
塊
の
世
代
を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ポ
ッ
プ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
同
年

七
月
に
開
催
し
た
。
森
山
良
子
さ
ん
、
玉
置
浩
二
さ
ん

の
進
行
に
よ
り
加
山
雄
三
さ
ん
、
イ
ル
カ
さ
ん
、Ｇ
Ａ

Ｏ
さ
ん
、
伊
藤
多
喜
雄
さ
ん
、そ
し
て
前
田
憲
男
さ
ん

指
揮
に
よ
る
国
立
音
楽
大
学
学
生
さ
ん
に
よ
る
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
お
洒
落
な
コ
ン
サ

ー
ト
は
、
満
員
の
聴
衆
で
客
席
は
埋
め
つ
く
さ
れ
、フ

ィ
ナ
ー
レ
に
は
舞
台
後
ろ
か
ら
大
輪
の
花
を
咲
か
せ

る
大
き
な
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。ま
た
、
地
元
住

民
の
皆
さ
ん
も
た
く
さ
ん
の
方
が
鑑
賞
し
、
音
楽
堂

オ
ー
プ
ン
を
喜
ん
で
く
れ
た
。
当
時
人
口
約
一
七
五

〇
〇
人
の
約
三
分
の
一
が
従
事
し
て
い
た
観
光
及
び

周
辺
サ
ー
ビ
ス
業
の
方
は
、
夏
の
稼
ぎ
時
で
し
か
も

週
末
に
は
と
て
も
参
加
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
あ

る
が
、
来
場
者
に
よ
っ
て
宿
泊
や
食
事
な
ど
地
元
経

済
に
及
ぼ
す
新
た
な
拠
点
施
設
を
歓
迎
し
て
く
れ
た

こ
と
は
、
と
て
も
大
き
な
財
産
で
あ
っ
た
と
同
時
に

河
口
湖
が
文
化
に
力
を
入
れ
て
地
域
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

作
る
ビ
ジ
ョ
ン
が
明
確
に
な
っ
た
良
い
機
会
で
も
あ

っ
た
。

〈
ホ
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
〉

　
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
の
建
設
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
か

ら
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
運
営
を
取
り
組
む
と

い
う
ス
タ
ン
ス
は
根
底
に
持
っ
て
い
た
。
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
の
企
画
立
案
と
運
営
方
針
を
ま
と

め
な
が
ら
、
文
化
芸
術
に
興
味
の
あ
る
住
民
の
方
を

中
心
に
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
公
募
を
始

め
、
そ
の
結
果
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催
の

時
に
は
、
約
三
十
人
の
方
々
が
光
栄
に
も
参
加
を
し

て
く
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
思
い
を
伝
え
集
ま
っ
て
く

れ
た
方
々
は
、
音
楽
堂
に
関
心
を
示
し
、
真
摯
に
受
け

止
め
、
具
体
的
な
業
務
に
つ
い
て
く
れ
た
。
音
楽
堂
の

開
設
に
あ
た
り
、
目
に
見
え
な
い
基
礎
的
な
部
分
を

住
民
の
皆
さ
ん
に
も
支
え
て
い
た
だ
い
た
の
は
、
お

互
い
高
め
合
う
部
分
で
も
大
き
い
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

シ
ー
ズ
ン
の
成
功
の
裏
に
は
、
こ
う
し
た
動
き
が
と

て
も
大
事
だ
と
コ
ン
サ
ー
ト
の
実
績
を
踏
ま
え
る
た

び
に
感
じ
る
。

　
そ
の
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
動
き
が
進
化
を
遂
げ

て
、
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
専
属
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ「
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」を
平
成
十
年
五
月
に
立

ち
上
げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
あ
り
方
、
運
営
方
針
な
ど

を
決
め
て
具
体
的
な
行
動
に
移
し
て
い
っ
た
。
こ
の

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
動
き
が
、
後
の
富
士
山
河

口
湖
音
楽
祭
へ
の
立
ち
上
げ
と
展
開
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
っ
た
。

〈
音
楽
祭
の
創
設
〉

　
平
成
十
三
年
八
月
一
日
（
水
）
、
佐
渡
裕
さ
ん
の
指

揮
に
よ
る
Ｐ
Ｍ
Ｆ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
を

行
な
っ
た
。
兼
ね
て
か
ら
佐
渡
さ
ん
が
ス
テ
ラ
シ
ア

タ
ー
の
ス
テ
ー
ジ
で
指
揮
を
振
っ
て
も
ら
え
た
ら
と

思
う
日
が
よ
う
や
く
実
現
で
き
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。

会
っ
た
瞬
間
そ
れ
ま
で
緊
張
し
て
い
た
気
持
ち
が
一

気
に
解
き
放
た
れ
、
佐
渡
さ
ん
の
人
柄
に
よ
っ
て
と

て
も
心
地
よ
く
、
そ
れ
ま
で
の
興
奮
が
嘘
の
よ
う
に

ゆ
っ
た
り
と
落
ち
つ
い
た
気
持
ち
で
そ
の
場
を
過
し

た
記
憶
が
あ
る
。
演
奏
会
終
了
後
、「
来
年
ま
た
何
か

や
ろ
う
！
」
と
、
佐
渡
さ
ん
か
ら
の
声
が
と
て
も
新
鮮

で
、
心
に
深
く
残
っ
た
。
そ
ん
な
中
、
同
年
十
二
月
末

に
佐
渡
さ
ん
の
指
揮
に
よ
る
シ
エ
ナ
・
ウ
イ
ン
ド
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
本
番
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
足
を
運

ん
で
み
た
。
舞
台
が
進
行
す
る
に
つ
れ
、
会
場
内
の
空

気
が
張
り
詰
め
て
、舞
台
の
音
に
集
中
す
る
あ
ま
り
、
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時
間
を
忘
れ
る
ほ
ど
深
み
に
は
ま
っ
て
い
っ
た
。
し

か
し
、
途
中
で
演
歌
や
ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
の
主
題
歌
が

演
奏
さ
れ
、
最
後
の
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
楽
器
を
持
参

し
て
い
る
方
は
舞
台
に
上
り
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
佐

渡
さ
ん
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
呼
応
す
る
よ
う
に
、
多
く

の
方
が
舞
台
へ
向
い
、
佐
渡
さ
ん
の
指
揮
で
参
加
者

全
員
に
よ
る「
星
条
旗
よ
永
遠
な
れ
」が
演
奏
さ
れ
た
。

普
通
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
の
よ
う
に
、
し
っ

と
り
感
は
無
く
、む
し
ろ
、
全
員
で
楽
し
ん
だ
爽
快
感

が
残
っ
た
。
吹
奏
楽
部
に
所
属
し
て
い
る
地
元
の
学

生
が
多
く
集
ま
る
中
に
、
楽
器
を
持
参
す
る
大
人
も

多
く
、
幅
広
い
世
代
の
楽
器
仲
間
が
集
う
空
間
に
な

っ
て
い
た
。こ
の
機
会
が
大
き
な
契
機
と
な
り
翌
年

の
一
月
に
は
す
ぐ
に
音
楽
祭
開
催
準
備
会
を
は
じ
め

た
。ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
を
立

ち
上
げ
か
ら
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
小
佐
野
昭
二

会
長
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
で
事
務
局
の
在
原

洋
子
さ
ん
を
中
心
に
、こ
れ
ま
で
の
課
題
、
将
来
へ
の

目
標
、
文
化
に
よ
っ
て
、
地
域
が
あ
る
べ
き
姿
な
ど
幅

広
く
交
わ
し
た
話
題
は
、
現
在
の
音
楽
祭
実
行
委
員

会
の
設
立
趣
意
書
と
し
て
ま
だ
現
役
で
あ
る
。

〈
い
よ
い
よ
音
楽
祭
ス
タ
ー
ト
〉

　
当
初
は
（
仮
）
佐
渡
裕
音
楽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ

た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
先
々
を
想
定
し
な
が
ら
、

中
学
、
高
校
の
吹
奏
楽
部
顧
問
な
ど
に
趣
意
書
を
持

っ
て
参
加
を
呼
び
か
け
た
。
先
々
で
快
諾
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
一
方
で
現
状
の
課
題
な
ど
を
聴
い
て
回

っ
た
。
先
生
方
は
日
ご
ろ
の
活
動
の
中
で
は
、
学
校
の

枠
や
吹
奏
楽
関
係
の
組
織
の
枠
か
ら
外
れ
て
取
り
組

み
を
作
る
大
変
さ
や
課
題
を
認
識
し
て
お
り
、
そ
れ

か
ら
外
れ
て
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
み

た
い
ア
イ
デ
ア
や
、
姿
勢
は
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら

大
い
に
感
じ
ら
れ
た
。つ
ま
り
、こ
の
ア
イ
デ
ア
が
子

ど
も
た
ち
に
近
い
目
線
で
あ
り
、
も
し
こ
れ
が
具
体

的
に
実
現
で
き
た
ら
、
き
っ
と
ニ
ー
ズ
は
確
立
さ
れ

る
も
の
と
感
じ
、
そ
し
て
、
取
り
組
み
が
続
け
ら
れ
れ

ば
、
き
っ
と
企
画
と
し
て
の
市
民
権
は
得
ら
れ
る
だ

ろ
う
と
感
じ
た
。
先
生
は
子
ど
も
の
日
ご
ろ
の
活
動

な
ど
は
よ
く
把
握
し
て
い
る
が
、
我
々
は
子
ど
も
た

ち
の
行
動
に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ
で
し
か
話
す
こ
と
が

で
き
な
い
。
一
方
、
先
生
が
組
織
を
超
え
て
大
き
な
展

開
に
す
る
こ
と
は
多
々
難
し
い
面
が
あ
る
。
し
か
し
、

ホ
ー
ル
側
は
日
ご
ろ
か
ら
社
会
全
体
を
見
据
え
て
コ

ン
サ
ー
ト
な
ど
を
企
画
し
、
展
開
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
両
者
が
手
を
携
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
大
き
な

意
義
あ
る
動
き
が
で
き
る
と
も
感
じ
、
吹
奏
楽
部
顧

問
の
先
生
方
、
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー
、
高

校
生
音
楽
地
域
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
、
行

政
関
係
、
そ
し
て
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ
フ
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
た
。”
地
域
づ
く
り
“”
人
づ
く
り
“
と

い
う
「
育
て
る
」
視
点
を
皆
さ
ん
で
共
有
し
、
実
行
委

員
長
は
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
会
長
、
委
員
は
現

場
で
実
務
的
に
動
く
方
で
構
成
し
、
行
政
関
係
、
吹
奏

楽
連
盟
各
役
職
者
に
は
、
顧
問
な
ど
全
体
を
見
渡
し

協
力
す
る
立
場
に
立
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
た
。

こ
の
動
き
は
佐
渡
さ
ん
や
事
務
所
関
係
者
に
も
事
前

に
伝
え
た
考
え
方
で
は
あ
る
が
、
先
々
の
文
化
づ
く

り
の
視
点
に
切
り
替
え
て
関
係
者
全
員
が
一
つ
の
方

向
性
で
共
有
で
き
た
こ
と
は
、
新
た
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
進
め
て
い
く
上
で
と
て
も
大
事
な
部
分
で
も
あ

っ
た
。
ま
た
、
と
て
も
光
栄
な
こ
と
に
佐
渡
裕
さ
ん
も

こ
の
実
行
委
員
会
の
特
別
委
員
に
な
っ
て
く
れ
た
こ

と
は
、
と
て
も
大
き
か
っ
た
。
大
き
な
支
え
を
得
た
組

織
は
、
い
よ
い
よ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
身
を
考
え
て

い
く
準
備
が
整
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【
次
号
（
後
編
）
に
続
く
】
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特
別
寄
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口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 
　
　
　
野
沢
藤
司
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本
栖
の
公
家
行
列
に
つ
い
て

な
が
　
え

け
　
や
り

み
　
こ
し

や
り  

わ
た

け
い    

ご

ひ
と
や
の
す
け

が

す
る

　
五
月
十
七
日
（
月
曜
日
）
に
本
栖
地
区
で
恒
例
の

公
家
行
列

が

行

わ
れ

ま
し
た
。
公

家
行
列
は
、

本
栖
地
区

に
所

在
す

る
山
神
社

の
お
祭
で
、

本
栖
地
区

民
が
総
出

で
行

わ
れ

る
大

き
な

行
事
で
す
。

　
十
七
日

の
朝
、
山
神

社
で
祭

事

を
済
ま
せ
た
氏
子
さ
ん
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
大
名
な

ど
の
役
職
に
従
っ
た
衣
装
に
身
を
固
め
、
長
柄
・
は

さ
み
箱
、
旗
、
弓
、
ち
ょ
う
ち
ん
、
毛
槍
な
ど
と
別
れ

て
隊
列
を
組
み
、
お
神
輿
の
前
を
行
進
し
ま
す
。
本

栖
湖
畔
を
悠
々
と
行
進
し
な
が
ら
の
掛
け
声
は
、

「
ア
レ
サ
ー
テ
ー
サ
ー
」
に
応
え
て「
ソ
ウ
イ
、ソ
イ
」

と
あ
い
づ
ち
を
打
ち
ま
す
。
特
に
行
列
を
活
気
づ
け

る
の
は
、
ヤ
ッ
コ
に
扮
し
た
毛
槍
持
ち
の
槍
渡
し
で

す
。
六
人
の
毛
槍
ヤ
ッ
コ
が
「
イ
ヤ
サ
ー
テ
ー
サ
ー
」

と
声
を
か
け
合
っ
て
踊
り
な
が
ら
、
交
互
に
槍
を
投

げ
渡
し
て
行
き
ま
す
。

　
公
家
行
列
は
、
戦
国
時
代
か
ら
引
き
続
き
、
江
戸

時
代
に
当
地
の
警
護
を
任
命
さ
れ
て
い
た
渡
辺

囚
獄
佑
が
、
若
者
の
士
気
を
高
め
る
た
め
に
は
じ
め

た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
甲
斐
・
駿
河
の
国

境
地
域
で
行
わ
れ
る
、伝
統
的
で
勇
壮
な
行
事
で
す
。


